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パーキンソン病の側屈姿勢と垂直認知障害および関連する脳部位 
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安静時脳機能画像(rs-fMRI)により得られるBOLD lag mapの分布の検討 -健常者と頸動脈

狭窄症例での検討- 
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White matter integrity is impaired in the network connecting the focus to the extratemporal 
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小林勝哉、高屋成利、松本理器、人見健文、牧野ふみ、宇高不可思、高橋良輔、池田昭夫 
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第 32 回日本てんかん外科学会、東京、2009 年 1 月 

 

高屋成利、三國信啓、松本理器、今村久司、浦山慎一、澤本伸克、池田昭夫、福山秀直 

てんかん原性病変の選択的切除がヒトの大脳白質に及ぼす影響 

第 32 回日本神経科学大会、名古屋、2009 年 9 月 

 

高屋成利、池田昭夫、三枝隆博、松本理器、並木千尋、福山秀直 

扁桃体腫大を伴う側頭葉てんかんの形態学的・機能的検討 

第 42 回日本てんかん学会年次学術集会、東京、2008 年 10 月 

 

髙屋成利、三國信啓、三枝隆博、多喜純也、木下真幸子、池田昭夫、福山秀直 
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機能に及ぼす影響 
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髙屋成利 

In vivo detection of the trans-synaptic microglial activation in human brains 

21 世紀 COE プログラム: 第１回免疫コロキウム、兵庫、2005 年 2 月 

 

髙屋成利、橋川一雄、池田昭夫、花川隆、澤本伸克、福山秀直 

側頭葉てんかんの前頭前野機能と難治性 

第 34 回日本臨床神経生理学会学術大会（旧日本脳波・筋電図学会）、東京、2004 年 11 月 

 

丸岡隆太郎、松井大、冨本秀和、澤田秀幸、下濱俊、髙屋成利 

眼球運動障害および皮膚硬化を伴った多発筋炎の一例  

日本神経学会第８０回近畿地方会、大阪、2004 年 6 月 

 

髙屋成利、橋川一雄、池田昭夫、佐藤岳史、並木千尋、臼井桂子、福山秀直 

側頭葉てんかんにおける前頭前野の糖代謝低下と card sorting test で評価した前頭前野機能
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の相関 

第 6 回日本脳機能マッピング学会大会、東京、2004 年 3 月 

 

井上学、髙屋成利、吉田英史、勝見幸則、向高弘、橋川一雄、佐治英郎、佐治英郎、福山

秀直 

ラット脳での SPM99 を使った 18F-FDG-PET 解析 

第 26 回日本神経科学大会、名古屋、2003 年 7 月 

 

高屋成利、山本徹 

治療手技中に眼振方向が変化して治癒した水平半規管性良性発作性頭位変換めまいの 1 例 

日本神経学会第 75 回近畿地方会、大阪、2001 年 12 月 

 

高屋成利、徳永隆司、山下真理子、山本徹  

IVIg の投与で臨床症状及び神経伝道検査の結果が短期間に劇的に改善した Guillain-Barre

症候群の 1 例 

日本神経学会第 74 回近畿地方会、大阪、2001 年 6 月 

 

高屋成利、山下真理子、山本徹 

方向変換性向天性眼振を繰り返す水平半規管性良性発作性頭位変換めまい症

（horizontal-canal BPPV）の 1 例 

日本神経学会第 73 回近畿地方会、大阪、2000 年 11 月 

 

 

研究費獲得状況（研究代表者分のみ） 

2016 年度−2019 年度 文部科学省科学研究費 基盤 (C) 

2012−2013 年 SNMMI Wagner-Torizuka Fellowship（米国) 

2011 年 上原記念生命科学財団 リサーチフェローシップ 

2010 年度 厚生労働省科学研究費 障害者対策総合研究事業 

2009 年度 厚生労働省科学研究費 こころの健康科学研究事業 

2009 年 武田科学振興財団医学系研究奨励 

2008 年 脳神経財団研究助成 

2007 年−2009 年 てんかん治療研究振興財団 

2007 年度−2009 年度 文部科学省科学研究費 若手研究(B) 

 

 


